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ク
は
、
現
在
の
（
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
）
我
々
に
対
し
て
も
様
々
な
問

題
を
投
げ
か
け
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
祭
典
、
帝
国
主

義
下
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
、横
光
利
一
は
何
を
見
て
、何
を
感
じ
取
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
横
光
の
渡
欧
の
契
機
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
視

察
を
東
京
日
日
新
聞
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
横
光
は
パ
リ
を
中
心
に
滞
在
し
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
の
は
七

月
二
四
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会
を
待
た
ず
、
八

月
一
一
日
ベ
ル
リ
ン
を
発
つ
。

　
『
旅
愁
』
第
一
篇
・
第
二
篇
（
改
造
社
、
一
九
四
〇
・
六
～
七
）
が

パ
リ
を
主
な
舞
台
と
し
て
い
る
せ
い
か
、
横
光
の
欧
州
体
験
も
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
＝
パ
リ
」
と
い
う
図
式
で
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
海
外
紀

行
文
「
欧
州
紀
行
」（『
欧
州
紀
行
』
創
元
社
、
一
九
三
七
・
四
）
に
関

す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
て
も
、
横
光
が
長
期
滞
在
し
て
い
た
パ
リ
に

比
重
を
置
い
た
論
考
が
多
数
見
ら
れ
る（
５
）。し
か
し
、渡
欧
の
目
的
で
あ
っ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、
当
時
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
経
験
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験

に
つ
い
て
言
及
し
た
数
少
な
い
論
考
の
一
つ
に
栗
坪
良
樹
の
も
の
が
挙

一　

横
光
利
一
と
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

一
九
三
三
年
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
が
誕
生
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
当

初
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
陰
謀
」
と
非
難
し
、
開
催
に
難
色

を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
ら
の
助
言
も
あ

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
国
威
発
揚
の
場
と
位
置
づ
け
て
い
く
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
を
含
め
た
公
共
事
業
に
莫
大
な
資
金
を
投
入
し
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
人
種
差
別
の
隠
蔽
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
向
か
い
つ
つ

あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
工
作
活
動
等
、
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
相
応
し
い
国
で
あ
る
か
の
よ
う
に
演

出
し
て
い
っ
た（
１
）。
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
の
も
の
に
着
目
す
れ

ば
、黒
人
差
別
が
激
し
い
状
況
の
中
、陸
上
競
技
四
冠
を
達
成
し
た
ジ
ェ

シ
ー
・
オ
ー
エ
ン
ス
の
活
躍（
２
）、

朝
鮮
半
島
出
身
者
で
日
本
代
表
と
し
て

マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
孫
基
禎
の
苦
悩（
３
）、
レ
ニ
・
リ
ー
フ
ェ

ン
シ
ュ
タ
ー
ル
監
督
作
『
民
族
の
祭
典
』
と
『
美
の
祭
典
』（
一
九
三

八
年
公
開
）、
ベ
ル
リ
ン
大
会
か
ら
行
わ
れ
た
聖
火
リ
レ
ー
は
一
九
三

九
年
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
が
侵
攻
す
る
ル
ー
ト
の
事
前
調
査（
４
）で

あ
っ
た

こ
と
等
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

横
光
利
一
と
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

中　

井　

祐　

希
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表
す
る
身
体
〉
は
何
を
背
負
う
か
─
一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
・
米
国
・
朝
鮮
の
新
聞
報
道
」『
メ
デ
ィ
ア
─

移
民
を
つ
な
ぐ
、
移
民
が
つ
な
ぐ
』
河
原
典
史
・
日
比
嘉
高
編
、
ク
ロ

ス
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版
、二
〇
一
六
・
二
、240
頁
）、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
〈
代

表
〉
選
手
の
身
体
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
身
体
へ
と
変
貌
さ
せ
る（
６
）。

こ
れ
は

ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
の
無
か
っ
た
人
々
に
も
〈
代
表
〉
選
手
に
対
し
、
ま

な
ざ
し
を
与
え
る
程
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た（
７
）。

　

し
か
し
〈
代
表
〉
と
な
る
の
は
、
競
技
者
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
ベ

ル
リ
ン
滞
在
中
の
横
光
も
日
本
の
〈
代
表
〉
者
と
し
て
期
待
と
ま
な
ざ

し
を
引
き
受
け
て
い
く
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
直
前
の
七
月
三
〇
日
、

ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
総

会
に
て
、
次
回
一
九
四
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
が
東
京
に
決
定

す
る
。
八
月
一
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
号
外
（【
写
真
１
】）
に
は
、

大
き
く
見
出
し
に
「
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
人
／
み
ん
な
万
歳
だ
！
」
と
あ

り
、
現
地
で
の
興
奮
の
様
子
を
伝
え
て
い
る（
８
）。

し
か
し
、
横
光
は
そ
の

よ
う
な
記
事
と
異
な
る
光
景
を
「
欧
州
紀
行
」
に
書
き
記
し
て
い
た
。

　
　
　

次
回
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
日
本
と
決
定
す
る
。
逢
ふ
日
本
人
は

互
に
顔
を
見
合
せ
た
形
だ
。
ど
こ
と
な
く
誰
も
が
つ
か
り
し
て
ゐ

る
。（
中
略
）
こ
れ
か
ら
始
ま
ら
う
と
す
る
ベ
ル
リ
ン
の
オ
リ
ン

ピ
ツ
ク
の
こ
と
な
ど
、
今
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
ふ
気
持
ち
に
な

つ
て
来
る
。
／
日
本
人
の
集
る
街
の
食
事
場
も
ま
た
一
種
異
様
な

興
奮
の
仕
方
で
あ
る
。
／
「
い
よ
い
よ
来
た
ね
。」
／
「
う
む
。」

げ
ら
れ
る
。栗
坪
は
横
光
の
パ
リ
滞
在
と
ベ
ル
リ
ン
滞
在
と
を
比
較
し
、

「
認
識
す
る
表
現
者
、
無
国
籍
の
立
場
を
堅
持
す
る
横
光
と
、
国
籍
日

本
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
横
光
と
の
格
闘
に
よ
っ
て
、
次
第
に
宙
ぶ

ら
り
ん
の
日
本
国
が
浮
上
し
て
く
る
の
が
、
約
半
年
の
渡
欧
体
験
で
あ

り
、
そ
れ
を
決
定
づ
け
た
の
が
、
ド
イ
ツ
体
験
で
あ
っ
た
」
と
結
論
付

け
て
い
る
（「
横
光
利
一
の
ド
イ
ツ
体
験
─
─
パ
リ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
」

『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
九
〇
・
一
一
、
57
頁
）。
し
か

し
、「
欧
州
紀
行
」
の
描
写
だ
け
を
頼
り
に
、
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験

を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
横
光
の
ベ
ル
リ
ン

体
験
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
期
の
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
特
異
な
ト
ポ

ス
で
の
体
験
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、「
欧
州
紀
行
」
で
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
の
描
写
に

加
え
、
国
内
外
の
言
説
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
横
光
の
視
線
と
そ
の

特
異
性
、
ま
た
認
識
の
変
化
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
く
。
そ
し
て
横
光

の
ベ
ル
リ
ン
体
験
が
ど
の
よ
う
に
『
旅
愁
』
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
く
。

二　
「
一
個
の
自
然
人
」
か
ら
日
本
の
〈
代
表
〉
者
へ

　
「
た
っ
た
一
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
す
る
身
体
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
抱
え
込
む
過
積
載
気
味
の
意
味
と
期
待
と
を
担
う
と
い
う
、
恐
ろ

し
い
ま
で
の
落
差
こ
そ
が
、〈
代
表
の
ス
ポ
ー
ツ
〉
の
栄
光
で
あ
り
興

奮
で
あ
り
恐
怖
で
あ
ろ
う
」
と
日
比
嘉
高
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（「〈
代
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「
バ
ロ
ン
西
」
伝
説
は
な
ぜ
生
れ
た
か
』
文
芸
春
秋
、
一
九
八
四
・
七
、

150
頁
）。
横
光
と
西
、
共
通
の
認
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

横
光
に
お
い
て
は
翌
日
の
七
月
三
一
日
、「
カ
フ
エ
ー
に
坐
つ
て
ゐ
る

と
、
ボ
ー
イ
は
わ
れ
わ
れ
の
卓
の
上
に
日
の
丸
の
旗
を
置
く
と
い
ふ
始

末
だ
。
外
国
の
客
た
ち
は
一
斉
に
わ
れ
わ
れ
の
方
を
見
る
。
昨
日
か
ら

大
舞
台
に
出
て
ゐ
る
や
う
で
少
少
う
る
さ
い
」
と
あ
る
。
日
本
人
に
対

す
る
外
国
人
の
ま
な
ざ
し
が
翌
日
に
も
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　
〈
代
表
〉
者
と
し
て
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
、
日
本
人
と
い
う
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
内
面
化
し
て
い
く
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
生
活
は
パ
リ
滞

在
時
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
横
光
は
ベ
ル
リ
ン
出
発
直
前
の
七
月
二
〇

日
、
こ
れ
ま
で
の
パ
リ
生
活
を
「
私
と
い
ふ
一
個
の
自
然
人
が
、
こ
の

高
級
な
都
会
の
中
へ
抛
り
出
さ
れ
、形
成
さ
れ
て
ゆ
く
心
理
の
推
移
を
、

偽
り
な
く
眺
め
る
の
が
目
的
」（
七
月
二
〇
日
）
だ
っ
た
と
総
括
し
て

い
る
。
パ
リ
滞
在
中
、
横
光
の
世
話
を
し
て
い
た
読
売
新
聞
社
特
派
員

松
尾
邦
之
助
は
「
彼
と
一
緒
に
街
を
歩
み
、
カ
フ
ェ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
に

も
行
っ
た
が
、
彼
は
、
煙
草
屋
に
飛
び
こ
み
、
大
声
で
、「
オ
ー
イ
。

た
ば
こ
！　

た
ば
こ
！　

マ
ッ
チ
だ
、
マ
ッ
チ
ひ
と
つ
く
れ
」
と
、
日

本
語
で
ど
な
っ
て
い
た
」
姿
を
目
撃
し
（『
巴
里
物
語
【
二
〇
一
〇
復

刻
版
】』
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
〇
・
一
、
289
頁
）、
フ
ラ
ン
ス
政
府
給

費
留
学
生
の
丸
山
熊
雄
も
「
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ん
か
で
も
、
お
行
儀
が
悪

い
ん
で
す
よ
。
誰
か
が
通
訳
し
て
注
文
な
ん
か
し
て
る
と
、
ま
ど
ろ
こ

／
か
う
い
ふ
会
話
の
次

に
は
誰
も
黙
つ
て
何
も

云
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ツ

パ
各
国
の
視
線
が
同
時

に
こ
ち
ら
を
向
い
た
の

だ
。（
七
月
三
〇
日
）

　

ベ
ル
リ
ン
の
日
本
人
が「
万

歳
」
し
て
い
る
様
子
で
は
な

く
、「
互
に
顔
を
見
合
せ
」「
が

つ
か
り
し
て
ゐ
る
」
様
子
を

横
光
は
目
撃
す
る
。「
ヨ
ー
ロ

ツ
パ
各
国
の
視
線
」
と
記
し

て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た

い
。
海
外
や
世
界
中
の
視
線
で
は
な
く
「
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
各
国
の
視
線
」、

つ
ま
り
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
、
西
洋
へ
ま
な
ざ
し
を
送
っ
て
き
た

日
本
・
日
本
人
が
こ
れ
か
ら
は
否
応
な
く
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
る
立

場
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
横
光
の
認
識
と
緊
張
感
が
読
み
取
れ

る
。
馬
術
競
技
出
場
者
だ
っ
た
バ
ロ
ン
西
こ
と
西
竹
一
は
、
同
時
期
の

妻
宛
て
の
書
簡
に
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
は
、
大
し
た
も
の
だ
。
今
度

日
本
の
番
だ
そ
う
だ
が
、
こ
れ
を
見
な
い
人
に
は
見
当
が
つ
く
ま
い
。

出
来
る
こ
と
や
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
に
決
っ
た
と
聞
い
て
冷
汗
を
か

い
た
わ
け
だ
」
と
記
し
て
い
る
（
大
野
芳
『
オ
リ
ン
ポ
ス
の
使
徒
─
─ 【写真1】『東京朝日新聞』号外、1936.8.1
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店
の
装
飾
に
戯
れ
、
マ
ロ
ニ
エ
の
幹
の
優
雅
さ
に
休
息
し
、
街
街

の
起
伏
や
人
人
の
上
に
憩
ひ
得
ら
れ
た
自
由
さ
が
あ
つ
た
。
し
か

し
、
此
処
で
は
最
初
に
一
目
見
た
も
の
許
り
が
何
処
ま
で
も
続
く

の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
な
れ
ば
、
人
の
心
の
鍛
錬
の
仕
方
は
忍

耐
許
り
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
市
街
の
人
人
の
心
が
団
結

の
ま
ま
に
動
く
の
も
尤
も
だ
と
思
ふ
。

　

パ
リ
を
「
山
の
頂
き
」、
ベ
ル
リ
ン
を
「
岩
石
の
谷
間
」
と
例
え
、

画
一
的
で
整
然
と
し
た
ベ
ル
リ
ン
の
様
子
に
横
光
は
困
惑
す
る
。
七
月

二
七
日
で
は
、「
ど
こ
も
か
し
こ
も
こ
れ
程
掃
除
の
行
き
届
い
た
街
は

な
い
。（
中
略
）
整
理
の
限
り
を
尽
し
た
人
物
は
、
団
結
す
る
よ
り
方

法
は
あ
る
ま
い
」
と
あ
る
。
ど
ち
ら
も
具
体
的
な
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
の

特
徴
を
観
察
し
、
そ
こ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
化
の
ド
イ
ツ
の
思
想
・
政

情
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
同
時
期
に
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
ア
メ

リ
カ
人
作
家
ト
マ
ス
・
ウ
ル
フ
も
自
伝
的
小
説
『
汝
再
び
故
郷
に
帰
れ

ず
』（
鈴
木
幸
夫
訳
、荒
地
出
版
社
、一
九
五
九
・
三
（
原
著
一
九
三
七
））

に
お
い
て
、「
大
会
の
華
麗
さ
は
、
ま
さ
に
圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
の
た

め
ジ
ョ
ー
ジ
は
息
苦
し
く
な
り
始
め
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
何

か
不
吉
な
も
の
が
あ
っ
て
、
巨
大
な
努
力
の
集
中
、
全
ド
イ
ツ
の
尨
大

な
統
合
力
の
中
に
潜
む
恐
る
べ
き
牽
引
と
秩
序
が
感
じ
ら
れ
た
。（
中

略
）
あ
た
か
も
競
技
そ
れ
み
ず
か
ら
新
し
き
統
合
力
の
象
徴
で
あ
り
、

こ
の
新
た
な
る
力
の
結
果
を
世
界
に
具
体
的
に
示
す
た
め
の
手
段
と
し

て
（
論
者
注
：
代
表
チ
ー
ム
が
）
選
ば
れ
た
よ
う
だ
っ
た
」（
441
頁
）

し
い
も
ん
で
す
か
ら
、「
あ
れ
が
食
べ
た
い
」
な
ん
て
言
っ
て
、
よ
そ

の
人
の
を
指
さ
し
た
り
す
る
。
そ
ん
な
ん
で
み
ん
な
が
何
と
な
く
敬
遠

し
ち
ゃ
っ
て
」
と
回
想
し
て
い
る
（『
一
九
三
〇
年
代
の
パ
リ
と
私
』

鎌
倉
書
房
、
一
九
八
六
・
一
二
、
160
頁
）。
パ
リ
滞
在
中
の
横
光
は
現

地
人
の
ま
な
ざ
し
を
さ
ほ
ど
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
黒
田
大
河
は
「
欧
州
紀
行
」
の
「
前
半
部
分
で
の
横
光
の
姿
勢
は
、

自
分
自
身
を
対
象
化
し
て
見
つ
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、「
半
球
日
記
」（
論
者
注
：
ベ
ル
リ
ン
滞
在
を
記
し
た
初
出
時
の
題
名
）

で
は
他
者
か
ら
見
ら
れ
る
自
分
を
意
識
し
た
言
説
が
多
く
見
ら
れ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
（「
作
品
と
し
て
の
『
歐
洲
紀
行
』
─
『
旅
愁
』
へ

の
助
走
─
」『
日
本
近
代
文
学
』
一
九
九
三
・
五
、
79
頁
）。
ま
な
ざ
し

を
意
識
し
出
す
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
は
七
月
三
〇
日
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
決
定
の
報
だ
っ
た
と
い
え
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
招

致
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
は
横
光
を
、「
一
個
の
自
然
人
」
か
ら
ま
な
ざ
し

を
引
き
受
け
る
日
本
の
〈
代
表
〉
者
へ
と
変
貌
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
横
光
は
七
月
二
四
日
、
到
着
直
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
様
子

を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
　
　

パ
リ
ー
の
町
の
建
物
の
中
を
歩
い
て
ゐ
る
時
に
は
、
山
の
頂
き

を
仰
ぐ
や
う
な
感
じ
で
あ
つ
た
が
、
こ
こ
ベ
ル
リ
ン
の
建
物
の
下

で
は
岩
石
の
谷
間
を
歩
い
て
ゐ
る
や
う
な
感
じ
で
あ
る
。
町
に
起

伏
が
な
く
何
処
ま
で
行
つ
て
も
同
様
な
町
ば
か
り
だ
。（
中
略
）

パ
リ
ー
の
町
で
は
わ
れ
わ
れ
の
眼
は
市
街
の
彫
刻
に
さ
迷
ひ
、
商
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（
論
者
訳
））

　

ベ
ル
リ
ン
市
民
も
自
ら
進
ん
で
都
市
を
清
掃
し
、
訪
問
者
に
対
し
て

ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（
９
）。

横
光
は
東
京
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
成
功
と
、
ナ
チ
ス
か
ら
の
訓
令
を
受
け
た
人
々
、
二
つ
の

ま
な
ざ
し
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
へ
陥
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
横
光
の
ま
な
ざ
し

　

八
月
一
日
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
横
光
と
同

様
に
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
視
察
を
新
聞
社
か
ら
請
け
負
っ
た
文
学
者
に
、

西
條
八
十
と
武
者
小
路
実
篤
が
い
た
。
西
條
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
レ
コ
ー

ド
企
画
「
詩
と
音
楽
の
旅
」
の
旅
行
中
に
読
売
・
朝
日
両
新
聞
社
か
ら
、

武
者
小
路
は
朝
日
新
聞
社
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
派
員
の
依
頼
を
受
け

て
い
た
。
本
章
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
観
戦
記
、
特
に
三
者
が

共
通
し
て
記
し
た
入
場
行
進
の
場
面
を
比
較
検
討
し
て
い
き
、
横
光
の

ま
な
ざ
し
の
特
異
性
に
迫
っ
て
い
く
（
（1
（

。
ま
ず
は
、
西
條
と
武
者
小
路
の

観
戦
記
で
あ
る
。

●
西
條
八
十

　
　
　

草
色
の
衣
、
爽
や
け
き
ギ
リ
シ
ヤ
、
紅
薔
薇
の
ご
と
き
短
衣
の

デ
ン
マ
ー
ク
／
質
朴
な
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
黒
シ
ヤ
ツ
の
イ
タ

リ
ー
／
見
よ
、
来
れ
り
、
来
れ
り
、
翩
翻
と
し
て
ひ
ら
め
く
日
の

丸
！
／
男
、
女
、
わ
が
な
つ
か
し
き
同
胞
選
手
は
微
笑
し
つ
ゝ
来

れ
り
／
彼
等
こ
と
ご
と
く
旅
の
陽
に
黒
く
や
け
つ
れ
ど
元
気
颯

と
記
し
て
い
る
。
横
光
は
「
清
潔
さ
」
や
「
団
結
」、
ウ
ル
フ
は
「
統

合
力
」
や
「
秩
序
」
と
い
っ
た
言
葉
を
用
い
、
都
市
ベ
ル
リ
ン
と
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
と
の
関
係
性
を
読
み
解
い
て
い
る
。

　

両
者
の
鋭
い
視
点
は
的
を
射
て
い
た
。
当
時
ナ
チ
ス
と
ベ
ル
リ
ン
市

当
局
は
外
国
人
訪
問
者
に
好
印
象
を
与
え
る
た
め
、
市
町
村
に
訓
示
を

出
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
空
き
家
の
商
店
に
借
家
人
を
住
ま
わ
せ
、
囚

人
労
働
者
の
労
働
を
禁
止
、
宣
伝
省
の
職
員
が
全
国
の
都
市
を
巡
回
、

美
化
運
動
・
衛
生
促
進
運
動
を
行
っ
て
い
た
（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
レ

イ
・
ラ
ー
ジ
『
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

一
九
三
六　

ナ
チ
の
競

技
』
高
儀
進
訳
、
白
水
社
、
二
〇
〇
八
・
八
（
原
著
二
〇
〇
七
）、
246

─
247
頁
）。
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
レ
ポ
ー

ト
に
は
当
時
の
様
子
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

行
政
の
観
点
か
ら
み
た
準
備
作
業
と
し
て
、
輸
送
の
問
題
や

様
々
な
試
合
会
場
を
想
定
し
た
道
路
建
設
だ
け
に
限
ら
ず
、
街
や

主
要
道
路
の
祝
祭
的
な
装
飾
も
ま
た
行
わ
れ
た
。（
中
略
）
ベ
ル

リ
ン
市
民
は
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
、
ベ
ル
リ
ン
に
祝
祭
的

な
空
気
を
与
え
る
た
め
、
進
ん
で
市
当
局
を
手
伝
っ
た
。
市
内
全

域
特
に
多
数
の
外
国
人
が
滞
在
し
て
い
た
地
区
の
貸
間
や
ア
パ
ー

ト
の
オ
ー
ナ
ー
達
は
、
窓
や
バ
ル
コ
ニ
ー
を
飾
り
付
け
て
お
互
い

競
い
合
っ
た
。（T

he X
Ith O

lym
pic Gam

es Berlin, 1936 : 
official report, O

rganisationskom
itee für die X

I. 
O

lym
piade Berlin 1936 E.V

., W
. Lim

pert, 1937, pp.454
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に
あ
っ
た
た
め
、「
フ
ラ
ン
ス
人
が
ナ
チ
ス
式
の
挨
拶
を
し
た
時
何
と

な
く
涙
ぐ
ん
だ
。
平
和
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
（1
（

。
加

え
て
「
四
年
後
に
我
等
は
東
京
に
於
て
日
本
人
ら
し
く
こ
の
祝
典
を
行

つ
て
我
等
国
民
の
行
動
力
を
示
し
た
い
」
と
あ
り
、
東
京
大
会
へ
向
け

て
の
展
望
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
西
條
と
武
者
小
路
の
観
戦
記

は
、
日
本
や
日
本
選
手
団
に
対
し
て
概
ね
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
両
者
の
内
容
を
踏
ま
え
、
横
光
の
観
戦
記
を
吟
味
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

正
面
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
の
前
ま
で
行
進
し
た
各
国
の
選
手
は
、
そ
の

国
国
の
礼
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
喜
ば
れ
た
国
は
ド

イ
ツ
式
の
宣
誓
の
挙
手
を
し
た
国
で
あ
る
。
横
に
正
面
を
見
上
げ

つ
つ
進
ん
だ
国
に
、英
国
と
日
本
が
あ
る
。誰
も
黙
つ
て
こ
の
二
ヶ

国
に
は
拍
手
を
し
な
い
。
服
装
や
顔
色
で
明
快
な
国
は
そ
の
美
し

さ
の
た
め
に
拍
手
が
あ
が
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
米
国
は
む
し
ろ

政
治
的
背
景
と
し
て
歓
呼
の
声
が
場
内
を
圧
し
た
が
、
選
手
を
旗

手
た
だ
一
人
よ
り
送
ら
ぬ
コ
ス
タ
・
リ
カ
は
そ
の
寂
し
い
孤
影
の

た
め
厚
意
の
波
を
湧
き
上
が
ら
せ
た
。（
中
略
）
中
華
民
国
は
悉

く
夏
帽
を
冠
つ
て
出
て
来
た
が
、
一
斉
に
揃
へ
た
脱
帽
の
美
し
さ

は
民
国
の
優
雅
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
む
し
ろ
日
本
選
手
の
後
半
が

足
乱
れ
、
踏
む
べ
か
ら
ざ
る
芝
生
を
踏
ん
で
行
進
し
て
来
る
の
を

み
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
日
本
招
致
が
選
手
に
与
へ
た
興
奮
を
思

爽
。
／
明
る
き
足
ど
り
に
て
歩
み
来
る
／
旅
に
ゐ
て
彼
等
を
み
る

心
地
は
、と
ほ
く
故
国
の
港
を
眺
む
る
心
地
な
り
／
声
か
け
た
き
、

抱
き
た
き
、
さ
は
れ
一
瞬
に
し
て
、
一
団
の
姿
は
／
わ
が
眼
底
よ

り
群
集
の
な
か
に
消
え
た
り
。（「
祖
国
を
賭
け
る
」『
読
売
新
聞
』

号
外
、
一
九
三
六
・
八
・
二
）

●
武
者
小
路
実
篤

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
人
が
ナ
チ
ス
式
の
挨
拶
を
し
た
時
何
と
な
く
涙
ぐ
ん

だ
。
平
和
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
。
／
二
十
五
番
目
に
日
本
の
諸

君
が
現
れ
る
。
我
等
は
誇
り
を
以
て
拍
手
を
送
つ
た
。（
中
略
）

確
に
独
逸
の
国
民
が
こ
の
国
際
競
技
に
捧
げ
た
祝
典
と
し
て
我
等

は
そ
の
隙
間
の
な
い
行
動
に
感
動
し
感
心
す
。
／
四
年
後
に
我
等

は
東
京
に
於
て
日
本
人
ら
し
く
こ
の
祝
典
を
行
つ
て
我
等
国
民
の

行
動
力
を
示
し
た
い
も
の
だ
と
思
つ
た
。（「
仏
人
の
ナ
チ
ス
式
／

挨
拶
に
涙
ぐ
む
／
思
ひ
を
東
京
大
会
に
」『
東
京
朝
日
新
聞
』朝
刊
、

一
九
三
六
・
八
・
二
）

　

西
條
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
入
場
行
進
の
様
子
を
冷
静
に
記
し
て
い

る
。
し
か
し
日
本
選
手
団
が
来
る
と
一
転
、
主
観
的
で
興
奮
し
た
描
写

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
選
手
団
の
行
進
の
様
子
を
「
明
る
き
足

ど
り
に
て
歩
み
来
る
」
と
評
し
て
い
く
。
対
象
に
対
す
る
温
度
差
を
付

け
る
こ
と
で
、
日
本
選
手
団
に
同
一
化
し
た
際
の
興
奮
を
日
本
人
読
者

へ
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
武
者
小
路
は
一
九
三
六
年

三
月
七
日
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
進
駐
が
背
景
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慣
れ
だ
っ
た
点

（
（1
（

で
あ
る
。
横
光
は
西
條
・
武
者
小
路
両
者
に
比
べ
、
こ

の
よ
う
な
行
進
の
乱
れ
を
注
意
深
く
観
察
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
日

本
選
手
団
の
行
進
が
乱
れ
て
い
た
と
い
う
横
光
の
指
摘
は
日
本
国
内
で

話
題
と
な
っ
た
。「
彼
は
日
本
選
手
の
だ
ら
し
な
さ
を
指
適マ
マ

し
、
列
は

乱
れ
、
礼
儀
正
し
く
な
く
、
芝
生
を
踏
む
者
も
あ
つ
た
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
が
、
ま
さ
に
新
聞
記
者
の
役
目
を
奪
ひ
取
つ
た
や
う
な
も
の
、
出

か
し
た
り
な
横
光
！
」（
關
無
門
「
壮
絶
な
空
輸
リ
レ
ー
─
─
新
聞
匿

名
月
評
─
─
」『
文
芸
春
秋
』
一
九
三
六
・
九
）、「
選
手
の
こ
の
だ
ら

し
な
さ
は
、
ど
こ
か
ら
き
て
ゐ
る
か
。
日
本
の
国
民
が
、
軽
薄
で
、
運

動
選
手
を
何
か
偉
い
も
の
で
で
も
あ
る
か
の
如
く
、
優
遇
し
す
ぎ
た
結

果
、
彼
等
か
ら
慎
し
み
の
感
情
と
い
ふ
も
の
を
取
り
去
り
、
人
間
の
生

地
を
ま
る
だ
し
に
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
」（
板
垣
直
子
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
国
辱
問
題
」『
新
潮
』
一
九
三
六
・
一
二
）
等
で
あ
る
。

両
者
と
も
横
光
の
指
摘
を
受
け
、
そ
こ
か
ら
選
手
達
の
だ
ら
し
な
さ
へ

と
結
び
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
横
光
は
決
し
て
日
本
人
選
手
団
が
だ

ら
し
な
か
っ
た
か
ら
足
並
み
乱
れ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
行
進
の
失

敗
の
理
由
を
横
光
は
「
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
日
本
招
致
が
選
手
に
与
へ
た
興

奮
」
の
た
め
だ
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
洋
か
ら
ま
な
ざ
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
た
意
識
は
こ
こ
で
も
継
続
し
、
横
光
の
対
象
へ
の
視
線
や

解
釈
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
内
面
化
し
た
ま
ま
、
横
光
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
を
観
戦
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
競
技
開
始
直
後
の
日
本
選
手

ひ
や
ら
れ
手
に
汗
を
握
る
の
で
あ
る
。
殊
に
堂
堂
た
る
イ
タ
リ
ー

の
行
進
と
拍
子
湧
く
が
如
き
そ
の
後
だ
。
選
手
行
進
の
最
後
は
ド

イ
ツ
で
あ
る
。
各
国
の
う
ち
最
も
足
並
み
整
ひ
、
白
の
服
色
明
快

で
場
内
の
緊
張
に
一
層
強
く
輪
を
し
め
た
観
が
あ
る
。（「
オ
リ
ム

ピ
ツ
ク
入
場
式
を
観
る
」『
東
京
日
日
新
聞
』
号
外
、
一
九
三
六
・

八
・
二
）

　

横
光
の
観
戦
記
は
日
本
を
中
心
化

せ
ず
、
大
小
含
め
様
々
な
国
の
行
進

の
様
子
を
詳
細
に
捉
え
て
い
る
。
特

に
注
目
す
べ
き
は
「
日
本
選
手
の
後

半
が
足
乱
れ
、
踏
む
べ
か
ら
ざ
る
芝

生
を
踏
ん
で
行
進
し
て
来
る
」
と
い

う
一
節
で
あ
る
（【
写
真
２
】
参
照
）。

　

開
会
式
に
お
け
る
日
本
選
手
団
に

対
す
る
不
評
と
、
行
進
失
敗
の
理
由

は
主
に
四
つ
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
服

装
が
質
素
だ
っ
た
点
（
（1
（

、
二
つ
目
は
ヒ

ト
ラ
ー
へ
の
挨
拶
が
ナ
チ
ス
式
で
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
式
で
も
な
く
観
客
か

ら
は
分
か
り
に
く
い
「
頭
、
右
」
だ
っ

た
点
（
（1
（

、
三
つ
目
は
日
本
選
手
団
の
不

仲
（
（1
（

、
四
つ
目
は
西
洋
式
の
行
進
に
不

【写真2】The XIth Olympic Games Berlin, 1936, op.cit., p.554
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活
動
を
希
へ
る
の
は
そ
の
時
の
自
然
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
考
察
す

る
。
他
紙
と
比
較
し
て
み
て
も
、
横
光
の
こ
の
観
戦
記
は
少
々
趣
が
異

な
る
（
（1
（

。
横
光
の
天
候
に
対
す
る
関
心
は
、
七
月
二
六
日
「
晴
れ
た
と
思

ふ
と
す
ぐ
雨
だ
。
雨
か
と
思
ふ
と
ま
た
す
ぐ
晴
れ
る
。（
中
略
）
何
も

す
る
こ
と
が
な
い
と
思
ふ
と
天
気
ば
か
り
が
気
懸
り
な
も
の
だ
」、
八

月
七
日
「
雨
が
降
つ
た
か
と
思
ふ
と
す
ぐ
ま
た
天
気
だ
。
私
に
と
つ
て

は
、
今
日
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
持
つ
て
出
よ
う
か
ど
う
し
よ
う
か
を
考

へ
る
の
が
最
大
の
私
の
関
心
事
に
な
つ
て
来
た
」
等
か
ら
、
ベ
ル
リ
ン

滞
在
中
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
し
か
に
パ
リ
滞
在
時
の
記

述
を
み
て
い
け
ば
横
光
は
頻
繁
に
当
日
の
天
気
を
記
し
て
い
る
。
し
か

し
例
え
ば
、
四
月
六
日
「
晴
。
巴
里
へ
来
て
か
ら
初
め
て
の
晴
天
だ
。

し
か
し
、
私
の
頭
の
中
で
は
、
渦
が
幾
つ
も
巻
き
つ
づ
け
、
衝
突
し
、

崩
れ
、
巻
き
込
み
合
ひ
、
不
断
に
変
化
を
つ
づ
け
て
い
く
」
と
い
う
よ

う
に
、
天
気
と
自
身
の
心
理
や
身
体
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
ま
で
は
考

察
が
及
ん
で
い
な
い
。
画
一
的
で
代
わ
り
映
え
の
な
い
ベ
ル
リ
ン
の
都

市
の
中
で
、「
晴
れ
た
と
思
ふ
と
す
ぐ
雨
だ
。
雨
か
と
思
ふ
と
ま
た
す

ぐ
晴
れ
る
」
と
い
っ
た
天
気
の
変
化
に
横
光
は
関
心
を
向
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
村
社
講
平
は
一
万
メ
ー
ト
ル
競
走
で
善
戦
出
来
た
理
由

に
つ
い
て
「
ス
ピ
ー
ド
を
常
に
織
り
込
ん
だ
走
法
の
技
術
を
身
に
つ
け

た
猛
練
習
の
中
か
ら
つ
か
み
出
し
た
練
習
法
」
に
あ
っ
た
と
回
想
し
て

い
る
（『
長
距
離
を
走
り
つ
づ
け
て
』
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、

団
の
成
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。「
欧
州
紀
行
」
八
月
二
日
の
記
述
に

は「
日
本
選
手
の
成
績
が
悪
い
の
で
こ
れ
を
文
章
に
書
く
気
が
し
な
い
。

書
け
書
け
と
喧
し
い
新
聞
社
の
催
促
を
受
け
る
が
、
ペ
ン
を
持
つ
気
さ

ら
に
な
し
」と
あ
る
。
日
本
選
手
の
不
振
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
も
、

観
戦
記
を
書
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
横
光
の
苦
悩
が
読
み
取
れ

る
。
そ
し
て
翌
日
の
八
月
三
日
、
連
日
の
日
本
人
選
手
の
不
振
の
原
因

を
横
光
な
り
に
分
析
・
言
語
化
し
よ
う
と
試
み
て
い
く
。

　
　
　

昨
日
（
二
日
）
も
今
日
（
三
日
）
も
天
気
が
悪
い
。
家
を
出
る

時
空
を
見
て
降
り
さ
う
な
天
気
の
日
は
、
今
日
は
日
本
は
駄
目
だ

と
い
つ
も
思
ふ
。
日
本
人
は
植
物
の
や
う
に
一
片
の
雲
に
も
皮
膚

の
感
覚
が
ち
ぢ
む
の
で
あ
る
。（
中
略
）
日
本
人
が
自
分
の
記
録

を
誰
も
出
さ
ず
敗
北
し
て
ゐ
る
第
一
の
原
因
は
、
底
か
ら
仰
ぐ
狭

い
空
の
曇
つ
て
ゐ
る
こ
と
だ
。
た
と
へ
ば
比
較
的
に
よ
い
成
績
を

あ
げ
た
村
社
と
、
山
本
嬢
二
人
の
出
場
の
時
は
太
陽
が
雲
を
破
つ

て
珍
し
く
場
内
が
輝
き
渡
つ
て
ゐ
た
。
人
間
が
実
力
以
上
の
活
動

を
希
へ
る
の
は
そ
の
時
の
自
然
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。（「
日
本
選

手
へ
の
鬼
門
」『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
六
・
八
・
五
）

　

横
光
は
日
本
人
選
手
の
不
調
を
「
日
本
人
は
植
物
の
や
う
に
一
片
の

雲
に
も
皮
膚
の
感
覚
が
ち
ぢ
む
」
た
め
だ
と
推
論
す
る
。
そ
し
て
そ
の

証
拠
に
八
月
二
日
、
一
万
メ
ー
ト
ル
競
走
で
四
位
の
村
社
講
平
と
、
女

子
や
り
投
げ
五
位
だ
っ
た
山
本
定
子
の
競
技
の
際
に
は
「
太
陽
が
雲
を

破
つ
て
珍
し
く
場
内
が
輝
き
渡
つ
て
」
お
り
、「
人
間
が
実
力
以
上
の
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そ
れ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
行
つ
た
一
ヶ
月
の
間
に
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
事

情
で
イ
タ
リ
ヤ
ま
で
飛
行
機
で
飛
ん
だ
り
し
た
」（
第
三
篇
、
455
頁
）

と
第
三
篇
冒
頭
部
分
で
回
想
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
（
（1
（

。

　

横
光
が
ベ
ル
リ
ン
体
験
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
描
か
な
か
っ
た
理
由

に
、『
旅
愁
』
の
執
筆
時
期
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
矢
代
達
が
パ

リ
を
旅
立
つ
ま
で
を
描
い
た
第
二
篇
の
連
載
終
了
が
一
九
四
〇
年
の
四

月
、
日
中
戦
争
激
化
の
た
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
権
を
返
上

し
た
の
が
一
九
三
八
年
七
月
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
視
点
を
移

す
と
、
ナ
チ
ス
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
は
一
九
三
九
年
九
月
、
一
九
四
〇

年
四
月
か
ら
は
立
て
続
け
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
そ
し
て
パ

リ
を
占
領
下
に
置
い
た
。『
旅
愁
』
初
出
時
点
に
お
い
て
ベ
ル
リ
ン
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
描
く
こ
と
は
、
開
催
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
、「
平
和
の
祭
典
」
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開

催
し
た
ド
イ
ツ
が
積
極
的
な
軍
事
行
動
に
出
て
い
る
と
い
う
矛
盾
を
読

者
に
想
起
さ
せ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
物
語
現
在
と
執
筆
時
期
と
の
「
時

差
（
（1
（

」
に
横
光
は
苦
悩
し
た
結
果
、
矢
代
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
を
省
略
し
、

早
急
に
舞
台
を
日
本
へ
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験
が
『
旅
愁
』
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。横
光
が
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
得
た
、
日
本
人
を
植
物
的
存
在
と
し
て
措
定
し
、
環
境
に
よ
っ
て

身
体
が
影
響
を
受
け
る
と
い
っ
た
境
地
は
『
旅
愁
』
の
全
篇
に
貫
か
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
パ
リ
到
着
間
も
な
い
頃
の
矢
代
の
パ
リ
生
活
の
描

一
九
七
六
・
七
、127
─
128
頁
）。
村
社
の
四
位
は
太
陽
が
「
輝
き
渡
つ
て
」

い
た
た
め
で
は
な
く
、
周
到
な
練
習
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
実
力
」
通
り

の
結
果
で
あ
っ
た
。
も
し
横
光
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
八
月
五
日
、
天

候
が
非
常
に
悪
く
か
つ
決
勝
は
夜
遅
く
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
棒
高
跳
び

決
勝
に
て
、
二
・
三
位
に
入
賞
し
た
西
田
修
平
・
大
江
季
雄
の
活
躍
は

ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
（
（1
（

。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な

の
は
横
光
の
推
論
の
妥
当
性
を
問
う
こ
と
で
は
な
く
、
村
社
の
善
戦
や

そ
の
他
の
日
本
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
不
振
を
天
気
と
い
う
環
境

要
因
に
結
び
付
け
た
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
環
境
や
ト
ポ
ス
が
日
本
人

の
身
体
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
影
響
を
与
え
、「
植
物
の
や
う
に
一
片

の
雲
に
も
皮
膚
の
感
覚
が
ち
ぢ
む
」
と
い
っ
た
認
識
は
『
旅
愁
』
へ
引

き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

四　
『
旅
愁
』
に
流
れ
る
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験

　
『
旅
愁
』
第
二
篇
冒
頭
部
に
お
い
て
、
日
本
人
二
人
が
ベ
ル
リ
ン
と

パ
リ
の
優
位
性
に
つ
い
て
激
論
を
交
わ
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
（
第
二

篇
、225
頁
）。
ベ
ル
リ
ン
を
「
団
結
力
」「
綜
合
力
」、パ
リ
を
「
自
由
性
」

「
分
析
力
」
と
形
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
思
想
上
の
対
立
関
係
に

あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、『
旅
愁
』
の
物
語
内
容
に
お
い

て
ド
イ
ツ
や
ベ
ル
リ
ン
は
前
景
化
さ
れ
て
こ
な
い
。
矢
代
が
パ
リ
滞
在

後
ベ
ル
リ
ン
へ
向
か
う
こ
と
は
物
語
序
盤
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
だ

が
、矢
代
の
ベ
ル
リ
ン
体
験
は
、「
パ
リ
を
発
つ
た
の
が
七
月
の
終
り
で
、
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る
日
本
論
に
お
い
て
も
、「
悪
点
を
数
へ
上
げ
れ
ば
、
お
よ
そ
良
い
所

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
云
ひ
た
い
ほ
ど
数
限
り
も
な
く
澤
山
に
あ
つ

た
。
し
か
し
、
も
少
し
考
へ
る
と
、
そ
れ
ら
の
欠
点
は
日
本
人
の
美
点

か
ら
生
れ
て
来
た
、
他
国
に
は
見
ら
れ
ぬ
花
の
名
残
り
と
も
見
ら
れ
る

球
根
に
つ
づ
い
て
ゐ
た
」（
第
一
篇
、
118
─
119
頁
）
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
表
現
手
法
は
第
三
篇
以
降
も
継
続
し
て
い
く
。帰
国
後
、

矢
代
は
自
分
た
ち
を
「
立
ち
対
ふ
態
度
を
洋
式
に
し
て
ゐ
る
う
ち
、
い

つ
と
は
知
れ
ず
心
魂
さ
へ
洋
式
に
変
り
、
落
ち
つ
く
土
も
な
い
、
漂
ふ

人
の
旅
の
愁
ひ
の
増
す
ば
か
り
が
若
者
の
時
代
」（
第
三
篇
、
501
頁
）

と
定
義
づ
け
て
い
る
。
加
え
て
、「
落
ち
つ
く
土
も
な
い
」
こ
と
が
『
旅

愁
』
の
主
題
で
あ
る
「
旅
の
愁
ひ
」
を
喚
起
す
る
要
因
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
矢
代
の
父
の
死
後
、
実
家
で
の
場
面
で
あ
る
。

　
　
　

矢
代
は
ま
た
あ
た
り
の
風
景
を
眺
め
て
み
た
。
父
の
ゐ
る
と
き

に
は
、
自
分
の
背
後
に
父
か
ら
の
長
い
紐
が
つ
い
て
ゐ
て
、
そ
こ

か
ら
養
分
を
吸
ひ
取
り
つ
つ
、
そ
れ
も
知
ら
ず
に
迂
闊
に
見
て
ゐ

た
景
色
だ
つ
た
。
そ
れ
が
今
は
、
ぷ
つ
り
と
背
後
の
紐
は
断
ち
切

れ
て
、
眼
に
映
る
港
の
建
物
、
船
舶
、
街
路
の
起
伏
に
連
る
人
家

の
隙
間
と
、直
接
自
分
の
根
を
張
り
わ
た
ら
せ
る
樹
木
の
や
う
に
、

独
立
し
て
ゆ
く
も
の
の
切
迫
し
た
、
初
初
し
い
悲
し
み
を
彼
は
覚

え
て
来
る
の
だ
つ
た
。（
第
四
篇
、
73
─
74
頁
）

　

親
子
の
関
係
を
「
長
い
紐
が
つ
い
て
ゐ
て
、
そ
こ
か
ら
養
分
を
吸
ひ

取
り
つ
つ
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
父
の
死
後
、
そ
の
「
背
後
の
紐

写
で
あ
る
。

　
　
　

新
し
い
野
菜
と
水
ば
か
り
の
や
う
な
日
本
か
ら
来
た
矢
代
は
、

当
座
の
間
は
か
ら
か
ら
に
乾
い
た
こ
の
黒
い
石
の
街
に
馴
染
む
こ

と
が
出
来
な
か
つ
た
。
蛙
は
濡
れ
た
皮
膚
か
ら
体
内
の
瓦
斯
を
発

散
さ
せ
て
呼
吸
の
調
節
を
計
る
や
う
に
、
湿
気
の
強
い
地
帯
に
住

ん
で
来
た
日
本
人
の
矢
代
の
皮
膚
も
、
パ
リ
の
乾
き
き
つ
た
空
気

に
あ
ふ
と
、
毛
孔
の
塞
が
つ
た
思
ひ
で
感
覚
が
日
に
日
に
衰
へ
風

邪
を
ひ
き
つ
づ
け
た
。（
中
略
）
少
し
街
を
歩
く
と
堪
ら
な
く
水

が
見
た
く
な
つ
て
セ
ー
ヌ
河
の
岸
の
方
へ
自
然
に
足
が
動
い
て
い

く
の
だ
つ
た
。（
第
一
篇
、
48
頁
）

　
「
新
し
い
野
菜
と
水
ば
か
り
の
や
う
な
日
本
か
ら
来
た
」
矢
代
は
「
黒

い
石
の
街
」
パ
リ
に
馴
染
め
ず
、部
屋
に
戻
る
と
靴
を
脱
い
で
し
ま
う
。

自
身
を
蛙
に
喩
え
、
慣
れ
親
し
ん
だ
水
気
の
あ
る
「
土
」
で
は
な
く
乾

燥
し
た
「
石
」
の
上
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
身
体
の
違
和

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
矢
代
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。

東
野
は
久
慈
と
の
初
対
面
の
場
面
に
お
い
て
「
日
本
に
ゐ
れ
ば
僕
ら
は

ど
ん
な
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
よ
う
と
、
ま
ア
土
か
ら
生
え
た
根
の
あ
る
樹

で
す
が
、
こ
こ
へ
来
て
れ
ば
、
僕
ら
は
根
の
土
を
水
で
洗
は
れ
て
し
ま

つ
た
み
た
い
で
す
か
ら
ね
。
ま
ア
、
せ
い
ぜ
い
、
日
本
へ
帰
れ
ば
僕
ら

の
土
が
あ
る
ん
だ
と
思
ふ
の
が
、
今
は
い
つ
ぱ
い
の
悦
び
で
す
よ
」（
第

一
篇
、
79
頁
）
と
語
る
。
ど
ち
ら
も
植
物
的
表
現
を
用
い
て
、
パ
リ
到

着
後
の
身
体
の
違
和
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
矢
代
が
展
開
す
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218
─
219
頁
）

　

矢
代
は
「
頂
き
の
石
の
上
に
腰
を
降
ろ
し
」、
そ
こ
で
の
光
景
、
そ

し
て
松
風
の
音
を
聴
き
、「
肋
骨
の
間
を
音
も
な
く
吹
き
ぬ
け
て
行
く

や
う
な
、
冴
え
と
ほ
つ
た
う
す
寒
い
、
人
里
は
な
れ
た
光
年
の
啾
啾
と

し
た
私
語
で
あ
つ
た
」
と
感
じ
る
。
植
物
の
音
で
あ
る
「
松
風
」
を
「
光

年
の
啾
啾
と
し
た
私
語
」
と
い
う
比
喩
表
現
を
用
い
、
矢
代
は
そ
れ
を

実
感
す
る
。
つ
ま
り
矢
代
は
、
そ
こ
で
暮
し
て
い
た
先
祖
達
が
見
て
来

た
光
景
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。山
を
登
る
途
中「
路

は
し
だ
い
に
細
ま
り
嶮
し
く
な
つ
た
。
矢
代
は
汗
を
か
き
か
き
雑
草
を

靴
で
踏
み
跨
い
で
歩
い
た
」（
第
四
篇
、
217
頁
）
が
、
先
の
実
感
後
「
山

路
を
下
る
矢
代
の
足
首
に
草
の
実
が
附
着
し
て
来
た
」（
第
五
篇
、220
頁
）

と
い
う
第
五
篇
冒
頭
部
は
、
先
祖
の
土
地
と
矢
代
の
身
体
と
の
調
和
を

物
語
っ
て
い
る
（
（2
（

。

五　
〈
身
体
感
覚
─
認
識
─
ト
ポ
ス
〉

　

一
九
三
八
年
に
横
光
は
「
地
が
揺
れ
る
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、

一
九
三
八
・
八
・
七
）
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

　
　
　

一
度
人
は
地
を
自
分
の
足
で
蹴
つ
て
飛
び
上
つ
て
見
る
が
良

い
。
必
ず
ま
た
元
の
地
へ
直
ぐ
落
ち
る
。
一
分
間
ほ
ど
飛
び
上
つ

て
ゐ
ら
れ
る
人
さ
へ
、
ま
だ
私
は
見
た
こ
と
は
な
い
。
地
に
足
を

つ
け
て
ゐ
る
感
覚
は
、
人
間
認
識
の
根
元
で
あ
る
こ
と
に
は
、
今

は
断
ち
切
れ
」「
養
分
」
を
吸
い
取
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
た
め
、「
自

分
の
根
を
張
り
わ
た
ら
せ
る
樹
木
の
や
う
に
、
独
立
し
て
ゆ
く
も
の
の

切
迫
し
た
、初
初
し
い
悲
し
み
を
彼
は
覚
え
て
来
る
」。
父
と
い
う「
根
」

を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
自
身
の
知
覚
・
認
識
ま
で
も
が
変
容
し
て
し
ま

う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
矢
代
は
、「
先
祖
の
呼
吸
し
、

眺
め
暮
し
て
滅
び
散
つ
た
館
の
跡
を
見
て
置
き
た
い
」（
第
四
篇
、217
頁
）

と
思
い
、
父
親
の
故
郷
で
あ
る
九
州
へ
旅
に
出
る
。
父
親
が
知
覚
し
て

き
た
光
景
を
自
身
の
身
体
を
通
し
て
追
体
験
し
よ
う
と
す
る
旅
だ
と
言

い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
矢
代
は
父
の
故
郷
へ
着
き
、
山

へ
登
っ
て
い
く
。

　
　
　

矢
代
は
頂
き
の
石
の
上
に
腰
を
降
ろ
し
て
休
ん
だ
。
黒
松
の
幹

の
間
か
ら
海
の
見
え
る
の
が
、
こ
こ
に
棲
つ
た
も
の
の
今
も
な
ほ

す
る
呼
吸
の
や
う
に
和
い
だ
色
だ
つ
た
。
葛
の
葉
や
群
る
笹
の
起

伏
す
る
上
か
ら
遠
ざ
か
つ
た
む
か
し
の
こ
ろ
の
面
影
を
想
像
し
て

み
て
も
、
た
し
か
に
こ
こ
に
は
、
父
に
繋
が
る
も
の
の
か
つ
て
刻

ん
だ
労
苦
の
痕
跡
が
感
じ
ら
れ
た
。
彼
は
骨
箱
を
松
の
枝
に
か
け

て
暫
く
耳
を
す
ま
せ
て
み
た
。
し
か
し
、
今
の
矢
代
に
通
ひ
匂
つ

て
来
る
も
の
は
、
峰
か
ら
峰
を
わ
た
つ
て
来
る
松
風
の
音
ば
か
り

だ
つ
た
。
そ
れ
は
も
う
む
か
し
の
響
き
轟
い
た
矢
筒
の
音
で
も
な

け
れ
ば
、
叫
び
倒
れ
る
も
の
の
声
で
も
な
く
、
肋
骨
の
間
を
音
も

な
く
吹
き
ぬ
け
て
行
く
や
う
な
、
冴
え
と
ほ
つ
た
う
す
寒
い
、
人

里
は
な
れ
た
光
年
の
啾
啾
と
し
た
私
語
で
あ
つ
た
。（
第
四
篇
、
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し
た
問
題
へ
迫
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
当
然
『
旅

愁
』の
舞
台
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ベ
ル
リ
ン
は
オ
ミ
ッ
ト
さ
れ
て
い
く
。

し
か
し
日
本
人
を
植
物
的
存
在
と
み
な
し
、
ト
ポ
ス
に
よ
っ
て
身
体
や

認
識
が
変
容
す
る
と
い
っ
た
ベ
ル
リ
ン
で
の
横
光
の
境
地
は
、『
旅
愁
』

の
水
脈
で
流
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）	

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
動
向
は
、デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ク
レ
イ
・
ラ
ー
ジ
『
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

一
九
三
六　

ナ
チ
の
競
技
』（
高
儀
進
訳
、
白
水
社
、
二
〇
〇
八
・
八
（
原
著
二
〇

〇
七
））
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）	

し
か
し
、
オ
ー
エ
ン
ス
が
四
冠
を
獲
得
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
黒
人
に

対
す
る
差
別
・
偏
見
は
改
善
し
な
か
っ
た
。「
ベ
ル
リ
ン
大
会
は
、
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
は
（
ほ
か
の
国
に
お
い
て
と
同
様
）、
黒
人
は
あ
る

種
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
解
剖
学
的
に
有
利
で
あ
る
と
い
う
、
当
時
生
ま
れ

か
け
て
い
た
紋
切
り
型
の
考
え
を
強
め
た
が
、
ニ
グ
ロ
は
生
来
、
性
格

と
知
能
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
紋
切
り
型
の
考
え
を
そ
れ
が
打
破
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
黒
人
は
短
距
離
競
走
と
跳
躍
で
は
才
能
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ス
タ
ミ
ナ
、
規
律
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
精
神
的
鋭
敏

さ
を
必
要
と
す
る
競
技
で
は
白
人
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
・
ラ
ー
ジ
『
ベ

ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

一
九
三
六　

ナ
チ
の
競
技
』
前
掲
、511
頁
）。

（
３
）	

大
会
中
、
孫
基
禎
は
サ
イ
ン
を
頼
ま
れ
る
と
そ
こ
に
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」

さ
ら
疑
ひ
を
容
れ
得
な
い
。そ
の
土
地
が
揺
れ
動
く
と
い
ふ
国
と
、

絶
対
に
不
動
で
あ
る
と
い
ふ
国
と
の
認
識
を
、
同
様
だ
と
思
ひ
得

ら
れ
る
人
の
感
覚
に
は
、
何
事
か
こ
こ
に
誤
り
も
ま
た
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

　
「
地
に
足
を
つ
け
て
ゐ
る
感
覚
は
、人
間
認
識
の
根
元
」
で
あ
り
、「
土

地
が
揺
れ
動
く
と
い
ふ
国
と
、
絶
対
に
不
動
で
あ
る
と
い
ふ
国
」
の
間

で
は
認
識
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
〈
身
体
感
覚
─
認
識
─
ト
ポ
ス
〉
の
関
係
性
は
、

帰
国
直
後
の
水
原
秋
櫻
子
と
の
対
談
の
中
で
も
確
認
で
き
る
。
歳
時
記

の
話
題
に
な
っ
た
際
、
横
光
は
「
ベ
ル
リ
ン
で
月
を
見
て
び
つ
く
り
し

ま
し
た
ね
。
ド
イ
ツ
語
で
は
月
は
男
性
に
な
つ
て
ゐ
る
の
は
尤
も
だ
と

思
つ
た
ん
で
す
（
論
者
注
：
ド
イ
ツ
語
で
の
「
月
」
は
〝M

モ
ン
ト

ond

〟）。

カ
ツ
と
非
常
に
強
い
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。
男
と
い
ふ
感
じ
で
す
よ
」

と
述
べ
て
い
る
（「
対
談
記
」『
俳
句
研
究
』
一
九
三
六
・
一
二
）。
こ

の
二
つ
の
言
説
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ト
ポ
ス
（
地
）
に
よ
っ
て
、

人
間
の
身
体
感
覚
や
認
識
が
変
容
し
て
く
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
章

で
確
認
し
て
き
た
ト
ポ
ス
を
移
動
す
る
際
に
生
じ
る
身
体
の
違
和
と
知

覚
の
変
化
が
、『
旅
愁
』
に
お
い
て
は
植
物
的
表
現
に
よ
っ
て
表
象
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
確
認
し
て
き
た
知
見
は
「
欧
州
紀
行
」
を
『
旅
愁
』
の
サ
ブ

テ
ク
ス
ト
と
定
置
す
る
と
前
景
化
し
得
な
い
だ
ろ
う
。「
欧
州
紀
行
」

の
パ
リ
の
描
写
を
一
次
資
料
と
し
て
参
照
し
つ
つ
、『
旅
愁
』
の
提
出
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な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
６
）	

女
子
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
兵
藤
（
旧
姓
：
前
畑
）

秀
子
は
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

	

　

�　

と
く
に
私
の
場
合
、
勝
つ
こ
と
が
至
上
命
令
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
国
威
発
揚
の
期
待
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
と
き
よ
り
、

い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
ま
し
た
。
け
っ
し
て
大
げ
さ
で
は
な
く
、
日
本

中
が
私
に
注
目
し
て
い
た
の
で
す
。プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
の
は
、

む
か
し
も
い
ま
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
い
う
厄
介
な
も
の
が
加
わ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
激
し
さ

は
、
現
代
と
は
く
ら
べ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
／
じ
っ
さ
い
、
私
は
、

も
し
優
勝
で
き
な
か
っ
た
ら
死
の
う
、
と
考
え
た
ほ
ど
で
す
。
帰
り

の
船
か
ら
飛
び
込
も
う
か
、
い
や
、
私
は
泳
げ
る
か
ら
、
海
で
は
死

ね
な
い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
本
気
で
考
え
た
の
で
す
。（『
前
畑

は
二
度
が
ん
ば
り
ま
し
た　

勇
気
、
涙
、
そ
し
て
愛
。』
ご
ま
書
房
、

一
九
八
五
・
一
二
、
92
頁
）

（
７
）	

例
え
ば
、
荒
木
巍
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
選
手
が
店
の
娘
を
待
ち
構
え
て
い
た
場
面

に
遭
遇
し
「
伯
林
で
ど
ん
な
こ
と
を
仕
出
か
し
た
の
か
具
体
的
に
知
ら

ぬ
し
、
知
ら
う
と
云
ふ
興
味
も
な
い
が
、
─
─
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
選

手
だ
と
云
ふ
亢
ぶ
つ
た
気
持
の
は
づ
み
、
所
謂
血
気
の
過
ち
と
も
言
へ

や
う
が
、
か
う
云
ふ
粗
野
な
神
経
や
教
養
の
低
さ
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で

は
、運
動
選
手
は
何
を
し
で
か
し
た
か
知
れ
ぬ
と
云
ふ
不
安
が
起
つ
た
」

と
述
べ
て
い
る
（「
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
服
と
選
手
」『
人
民
文
庫
』
一
九
三

六
・
一
二
）。

と
朝
鮮
半
島
の
絵
を
描
き
、
優
勝
時
に
は
「
君
が
代
」
が
自
身
の
国
歌

で
あ
る
こ
と
に
悔
し
涙
を
流
し
た
。
ま
た
大
会
終
了
後
、『
東
亜
日
報
』

は
孫
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
あ
る
日
の
丸
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
写
真
を
掲
載

し
、
そ
れ
に
よ
り
朝
鮮
総
統
府
か
ら
発
行
停
止
処
分
が
下
さ
れ
る
。
詳

し
く
は
、
孫
基
禎
『
あ
あ
月
桂
冠
に
涙
』（
講
談
社
、
一
九
八
五
・
二
）

を
参
照
。

（
４
）	

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
・
ラ
ー
ジ
は
聖
火
リ
レ
ー
実
施
の
背
景
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
最
初
は
ナ
チ
の
宣
伝
省
に
よ
っ

て
立
案
さ
れ
、
ド
イ
ツ
組
織
委
員
会
の
疲
れ
を
知
ら
ぬ
事
務
局
長
の

カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ム
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
具
体
化
さ
れ
た
聖
火
リ
レ
ー

は
、
南
東
お
よ
び
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
新
生
ド
イ
ツ
を
宣
伝
す
る
も
の

に
変
わ
っ
た
。
そ
の
地
域
は
、
ナ
チ
の
生レ

ー
ベ
ン
ス
ラ
ウ
ム

活
圏
（
ド
イ
ツ
拡
張
主
義
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
）
を
提
唱
す
る
者
が
欲
し
が
っ
て
い
た
地
域
だ
っ
た
─
─

そ
し
て
、
や
が
て
ド
イ
ツ
の
国
内
軍
に
よ
っ
て
蹂
躙
さ
れ
た
。
オ
リ
ン

ピ
ア
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
聖
火
を
徒
歩
で
運
ぶ
と
い
う
一
見
無
害
な
行
事

は
、
そ
の
後
の
あ
か
ら
さ
ま
な
侵
略
を
予
示
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

る
」（『
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

一
九
三
六　

ナ
チ
の
競
技
』
前

掲
、
9
頁
）。

（
５
）	「
欧
州
紀
行
」
で
の
パ
リ
に
着
目
し
た
論
考
と
し
て
、
中
川
成
美
「「
欧

州
紀
行
」
論
へ
の
試
み
─
─
横
光
利
一
の
巴
里
─
─
」（『
立
教
女
学
院

短
期
大
学
紀
要
』
一
九
八
三
・
一
）、
山
本
亮
介
「
自
壊
（
滅
）
し
て

い
く
文
明
と
と
も
に
─
フ
ラ
ン
ス
の
現
実
と
テ
キ
ス
ト
の
生
成
─
」

（『
横
光
利
一　

歐
洲
と
の
出
会
い
─
─『
歐
洲
紀
行
』か
ら『
旅
愁
へ
』』

井
上
謙
、
掛
野
剛
史
、
井
上
明
芳
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
・
七
）
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く
三
者
の
観
戦
記
の
比
較
を
行
う
が
、
重
視
す
る
の
は
、
横
光
の
開
会

式
に
お
け
る
「
関
心
の
対
象
や
感
情
」
の
要
因
を
突
き
止
め
る
こ
と
に

あ
る
。

（
11
）	

し
か
し
フ
ラ
ン
ス
代
表
団
の
挨
拶
は
ナ
チ
ス
式
で
は
な
く
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
式
の
挨
拶
で
あ
っ
た
。
斜
め
前
に
右
腕
を
向
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
式
の
挨
拶
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
場
で
観
戦
し
て
い
た
観
衆
た
ち
に

と
っ
て
右
腕
を
ま
っ
す
ぐ
向
け
る
ナ
チ
ス
式
の
挨
拶
に
見
え
た
た
め
拍

手
が
沸
き
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ン
デ

ル
『
ナ
チ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』（
田
島
直
人
訳
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ

ガ
ジ
ン
社
、
一
九
七
六
・
三
（
原
著
一
九
七
一
）、
181
頁
）
を
参
照
。

（
12
）	

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
帯
同
し
た
瀧
澤
七
郎
は
「
我
が
日
本
の
選
手
の
服
装

は
、
近
く
で
見
る
時
は
左
程
で
も
な
い
が
、
あ
の
広
く
高
い
所
か
ら
眺

め
た
場
合
、
誠
に
引
き
立
た
ぬ
。
私
共
が
盛
ん
に
拍
手
を
送
つ
て
も
、

周
囲
の
人
達
が
共
鳴
せ
ぬ
。
一
寸
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
実
は
残
念

で
た
ま
ら
な
か
つ
た
。
／
質
素
も
宜
い
が
、
次
回
は
大
に
考
へ
て
頂
き

た
い
も
の
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
（『
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
を
観
る
』
健

康
之
友
社
、
一
九
三
六
・
一
〇
、
72
頁
）。

（
13
）	

鎌
田
忠
良
『
日
章
旗
と
マ
ラ
ソ
ン
』
潮
出
版
社
、
一
九
八
四
・
八
、
271

─
272
頁

（
14
）	

行
進
順
が
前
回
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
か
ら
役
員
→
女
子
選
手
→
軍

人
・
軍
服
着
用
者
（
近
代
五
種
・
馬
術
競
技
者
）
→
男
子
選
手
と
変
更

に
な
っ
た
た
め
、
軍
人
・
軍
服
着
用
者
か
ら
の
反
発
が
あ
っ
た
（
孫
基

禎
『
あ
あ
月
桂
冠
に
涙
』
前
掲
、
148
─
149
頁
）。
澁
谷
壽
光
は
当
時
の

様
子
に
つ
い
て
、「
日
本
軍
の
行
列
の
つ
た
な
さ
に
は
あ
き
れ
る
。
計

（
８
）	

浜
田
幸
絵
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』
三

紙
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
報
道
を
比
較
・
検
討
し
て
「
四
年

前
（
論
者
注
：
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
よ
り
も
膨
張
傾
向

に
あ
り
、
自
国
中
心
・
愛
国
主
義
的
で
扇
情
的
な
傾
向
を
強
め
て
い
た
。

広
告
も
、記
事
に
呼
応
し
て
国
民
意
識
を
喚
起
す
る
役
割
を
果
た
し
た
」

と
分
析
す
る
（「
東
京
三
紙
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
表
象
─
─
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
肥
大
化
」『
日
本
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誕

生
─
─
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ベ
ル
リ
ン
・
東
京
─
─
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
六
・
二
、
203
頁
）。

（
９
）	

七
月
二
八
日
、
横
光
は
ウ
ン
テ
ル
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
に
あ
る
横
浜
正

金
銀
行
を
訪
れ
た
際
、
老
婆
が
行
先
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
老
婆
の
こ
の
親
切
な

対
応
は
、
ナ
チ
ス
の
「
外
国
人
訪
問
者
に
好
印
象
を
与
え
る
」
と
い
っ

た
訓
令
を
内
面
化
し
た
上
で
の
行
動
か
も
し
れ
な
い
。

（
10
）	

三
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
記
を
比
較
検
討
し
た
著
書
に
上
村
直
己

『
西
條
八
十
の
見
た
ベ
ル
リ
ン
五
輪
』（
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
〇
一

二
・
七
）
が
あ
る
。
上
村
は
開
会
式
に
お
け
る
観
戦
記
を
比
較
し
て
次

の
よ
う
に
結
論
付
け
て
い
る
。「
実
篤
と
利
一
は
フ
ラ
ン
ス
選
手
団
が

入
場
式
で
ナ
チ
ス
式
の
敬
礼
を
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
強
い
感
銘
を
受

け
て
い
る
が
、
八
十
は
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
八
十

は
聖
火
の
劇
的
効
果
を
強
調
し
、
ま
た
ナ
チ
ス
新
国
家
「
ホ
ル
ス
ト
・

ヴ
ェ
ッ
セ
ル
」
に
深
く
感
動
し
て
い
る
が
、
実
篤
も
利
一
も
そ
れ
に
つ

い
て
何
も
書
い
て
い
な
い
。
関
心
の
対
象
や
感
情
に
お
け
る
詩
人
と
小

説
家
の
違
い
が
見
ら
れ
て
興
味
深
い
」（
99
頁
）。
本
稿
も
上
村
と
同
じ
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一
成
社
、
一
九
三
六
・
一
一
、
59
頁
）

（
18
）	『
旅
愁
』
と
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
係
性
を
指
摘
し
た
論
考	

に
金
泰
暻
の
も
の
が
あ
る
。
金
は
『
旅
愁
』
第
三
篇
に
登
場
す
る
南
と

い
う
人
物
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
マ
ラ
ソ
ン
三
位
に
入
賞

し
た
南
昇
龍
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
（「
可
能
性

と
し
て
の
「
朝
鮮
」」『
横
光
利
一
と
「
近
代
の
超
克
」　
『
旅
愁
』
に
お

け
る
建
築
、
科
学
、
植
民
地
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
四
・
一
二
、
127

─
133
頁
）。

（
19
）	

松
村
良
は
「「
旅
愁
」
は
作
品
世
界
の
〈
時
間
〉
に
執
筆
時
の
〈
時
間
〉

が
介
入
し
、そ
の
〈
時
差
〉
が
作
品
世
界
の
人
物
（
主
に
矢
代
）
の
「
思

考
基
盤
」
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
「
現
在
時
へ
の
郷
愁
」
を
も
た
ら

す
と
い
う
、特
異
な
小
説
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（「
横
光
利
一
「
旅
愁
」

の
〈
時
差
〉」『
國
學
院
雑
誌
』
二
〇
〇
四
・
一
一
、
287
頁
）。

（
20
）	

矢
代
が
草
や
花
を
踏
み
し
め
て
歩
い
て
い
く
描
写
は
パ
リ
（
ブ
ロ
ー

ニ
ュ
の
森
で
の
場
面
）
と
日
本
（
矢
代
が
幼
少
の
頃
、
先
祖
の
土
地
を

訪
れ
た
場
面
）、
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。

	

　
　

�　

少
し
疲
れ
て
手
か
ら
力
を
抜
く
と
、
た
ち
ま
ち
密
集
し
て
来
る

海
老
殻
色
の
茎
の
弾
力
に
跳
ね
返
さ
れ
て
二
人
は
打
ち
よ
せ
ら
れ

た
。
足
で
踏
み
つ
け
た
茎
も
二
人
の
過
ぎ
た
後
方
で
戻
り
合
ふ
音

を
立
て
て
ゐ
た
。（
中
略
）
矢
代
は
汗
が
出
て
来
た
が
仕
方
も
な

く
暴
暴
し
く
裏
白
の
絡
り
つ
い
た
茎
を
踏
み
つ
け
て
云
つ
た
。
／

「
氷
河
を
わ
た
る
の
よ
り
こ
つ
ち
の
方
が
よ
つ
ぽ
ど
骨
だ
。」（
第

二
篇
、
289
─
290
頁
）

	

　
　

�　

山
の
上
の
崩
れ
た
石
垣
の
間
に
茂
つ
た
羊
齒
や
芒
な
ど
、
靴
で

画
も
悪
い
に
は
ち
が
ひ
な
い
が
、
選
手
個
人
の
だ
ら
し
な
さ
も
多
分
に

原
因
を
な
し
て
ゐ
る
。
一
番
い
け
な
い
の
は
指
揮
者
の
両
氏（
論
者
注
：

大
島
鎌
吉
・
清
川
正
二
）、
其
の
次
が
兵
隊
さ
ん
達
」
と
日
記
に
記
し

て
い
る
（『
一
九
三
六
年　

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
遠
征
記　

澁
谷

壽
光
の
足
跡
』
鈴
木
幸
子
編
、
鈴
木
幸
子
、
二
〇
〇
四
・
六
、
57
─
58

頁
）。

（
15
）	

鎌
田
忠
良
『
日
章
旗
と
マ
ラ
ソ
ン
』
前
掲
、
272
頁

（
16
）	

武
者
小
路
実
篤
は
「
し
か
し
日
本
は
負
け
た
が
実
際
見
て
ゐ
る
と
日
本

の
選
手
は
よ
く
闘
つ
た
、
殊
に
村
社
君
は
孤
軍
奮
闘
大
い
に
努
め
た
と

い
つ
て
い
ゝ
、
最
後
ま
で
よ
く
ね
ば
つ
た
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
選
手
三
人

を
相
手
に
半
分
ま
で
は
先
頭
を
つ
と
め
少
し
も
く
た
ば
ら
ず
途
中
で
抜

か
れ
て
も
ま
た
抜
き
返
し
た
り
し
た
。
最
後
に
あ
ゝ
い
ふ
結
果
に
な
つ

た
が
ひ
と
り
で
頑
張
つ
た
点
は
偉
い
と
思
つ
た
、（
中
略
）
日
本
程
あ

ら
ゆ
る
方
面
に
優
秀
な
力
を
示
し
た
国
民
は
さ
う
な
い
や
う
に
思
ひ
負

け
は
し
て
も
心
丈
夫
さ
を
感
じ
た
」
と
記
し
て
い
る
（「
荘
厳
・
日
本

の
奮
闘
／
敗
れ
て
悔
な
し
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
六
・
八
・

四
）。

（
17
）	

当
日
の
会
場
の
様
子
は
次
の
引
用
部
か
ら
伺
い
知
れ
る
。

　
　
　

�　

と
こ
ろ
が
此
の
頃
ま
た
驟
雨
が
沛
然
と
襲
来
し
ス
タ
ン
ド
は
混
乱

に
陥
つ
て
棒
高
跳
も
或
は
中
止
か
と
思
は
れ
る
に
至
つ
た
。
／
し
か

も
此
の
間
熱
闘
は
続
け
ら
れ
た
が
遂
に
夜
陰
は
迫
り
照
明
下
の
大
争

覇
と
な
つ
て
勝
敗
は
決
し
優
勝
の
栄
冠
は
惜
く
も
米
の
メ
ド
ウ
ス
に

譲
つ
た
。
併
し
日
本
は
西
田
、
大
江
同
成
績
で
西
田
二
位
、
大
江
三

位
を
占
め
た
。（
陸
上
競
技
研
究
会
編『
伯
林
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
の
全
貌
』
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踏
み
つ
け
何
を
知
ら
ず
に
歩
い
た
幼
年
の
こ
ろ
の
旅
の
記
憶
を
呼

び
起
し
て
み
て
も
、
た
だ
の
荒
城
と
よ
り
思
へ
な
い
な
が
ら
、
今

見
れ
ば
少
し
は
前
と
は
感
慨
も
違
ふ
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
た
。（
第

三
篇
、
542
頁
）

	

　

だ
と
す
れ
ば
、
第
五
篇
の
冒
頭
部
「
山
路
を
下
る
矢
代
の
足
首
に
草

の
実
が
附
着
し
て
来
た
」
と
い
う
描
写
は
矢
代
の
身
体
と
ト
ポ
ス
と
の

関
係
性
に
お
い
て
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
え
る
。

【
付
記
】　

引
用
部
の
「
／
」
は
改
行
を
示
す
。
横
光
利
一
の
引
用
部
は
全
て

河
出
書
房
新
社
版
『
定
本　

横
光
利
一
全
集
』
に
よ
っ
た
。
本
稿
は
二

〇
一
七
年
三
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
横
光
利
一
文
学
会
第
一
六
回
大

会
（
於
日
本
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
横
光
利
一
と
ベ
ル
リ
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
内
容
に
加
筆
修
正
を
加
え
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
、
貴
重
な
ご
教
示
を
下
さ
っ
た
方
々
に
、
記
し
て
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
。


